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京都伝道旅行　11月3日～6日

水野　健（枚方コミュニティチャペル）

11月3日（土） セミナー「日本文化とキリスト教」

  日本文化とキリスト教セミナー

  内容：待庵見学　細川護煕氏訪問　大徳寺瑞峯院見学

  高橋牧師の講演

  責任者：牧岳司牧牧師/向島福音自由教会

11月4日（日） 午前：枚方コミュニティチャペル礼拝奉仕

  担当水野健牧師

  午後：向島福音自由教会　信徒セミナー

  担当牧岳司牧師

11月5日（月） 関西セミナーハウス　

  「キリスト教と茶道」セミナー講演

  担当　関西セミナーハウス

●証し●

素晴らしいお方に遭遇して
寺田信子

（茶道表千家教授、生け花古流教授、白金教会員）

今から５，６年前のある日、松本にいる娘よ

り一冊の本が届きました。その本は「茶の湯の

心で聖書を読めば」で、まさしく髙橋先生のお

書き下ろしの御本でした。私は茶の湯に入門し

て約五十年余、すっかり身も心も一筋に過ごし

ておりましたが、二年ほど前から教会に通うよ

うになり受洗のお許しもいただきました。不思

議なことに聖書も賛美歌もよく分からないの

に何故か感無量になり、心が優しく礼拝堂に集

い、神様にお祈りし感謝し教会の門を出る時の

私の心は幸せいっぱいでございます。

私は先生のご本を読み上げまして、どの様に

私の真意の程を現したら良いか分かりません

でした。是非お目もじして、お話しを伺いたい

と娘に話しましたら、９月の末に丁度四谷にて

セミナーがあるとのこと。娘も東京に来てくれ

まして一緒にお初にお目にかかることが出来

ました。

「初めまして」のご挨拶もそこそこに、先生を

初め皆々様が快くお迎え下さり、そして先生の

お話は深く楽しく意義のあるひと時でござい

ました。ご本の中にもありますように一期一

会、和敬清寂、亭主の心、もてなしとは何か、ま

た炭点前の事、濃茶一椀にても、一人で頷いて

おりました。400年の時空を超えて先達の茶頭

が磨き鍛えた茶の湯の道は日本の文化として、

いや二千年のキリスト教の精神が、いにしえの

茶人の心も一つにして今日迄伝えられた事な

のでしょう。この本の中にある送別、「山路越え

て」は、夫が山男でしたから召天した時の記念

会で歌った賛美歌でございました。また、マタ

イによる福音書にある「思い悩むな」は初めに

私の目にとまった好きな聖句でございました。

10月27日には、名残の茶会にもお招きいただ

き、丘の上の真っ白な教会の庭先での芝点、そ

して中庭を見乍らのお濃い茶席でのおもてな

しも、お茶会の正道が尽くされ、近年にない心

地好い一日でした。

又もうじきクリスマスでございます。私は若

いときからクリスマスが楽しく大好きな日で

ございました。深い意味も知らずに子供達にプ

レゼントやケーキ、お料理を作ってツリーを飾

り、小さな幸せと平安を喜んでおりました。今

年は教会に通うようになり、二回目のクリスマ

スでございます。イエス様のご降誕のお祝いの

佳き日に皆様とご一緒に御堂に集い、天の神様

に感謝のお祈りを申し上げられます事、この上

もない歓びと存じます。

福岡伝道旅行　11月24日～27日

宮内誠二（福岡福音自由教会）

11月24日（土） 講演会「高山右近の生き方に学ぶ」

11月25日（日） 献堂三周年感謝礼拝「キリストのもてなし」

 なんでも聞いちゃおうＱ＆Ａ

11月26日（月） 牧師交わり会「ポストモダンの日本宣教」

11月27日（火）～ 29日（木）

 キリシタン史跡ツアー「日本宣教の歴史に学ぶ」

主催者の一言

「九州に遣わされて10年にもなるのに、平戸・天草地方を訪れるのは初めてでした。高橋敏夫先

生の解説をお聞きしながら、当時の宣教師の方々のことを静かに思い巡らし、本当に頭の下が

る思いにさせられました。そして、今、この時代に、自分はどのような姿勢で宣教のわざに励む

のか、改めて問いはじめた旅でした。主よ。感謝します。」

関西セミナーハウス能楽堂

礼拝 交わり会 講演会

国宝妙喜庵 「待庵」

細川護煕氏の個展会場

寺田信子姉、 右はお嬢様 （カールソンけい子）

主催者の一言

関西セミナーハウスは、財団法人日本クリスチャン・アカデミー

の所有する施設です。北白川の自然の中にあり、様々なキリスト

教精神における社会貢献をめざす施設です。このセミナーハウス

のセミナーの一つとして毎年「お茶とキリスト教」のセミナーが

開かれています。

　このセミナーハウスには、裏千家第十五代千宗室家元の命名し

た『清心庵』があります。『清心庵』の名前は、茶の精神である「和敬

清寂の心」と聖書の山上の垂訓の中の「幸いなるかな心清きもの」

からつけられました。

　そのように、お茶の精神とキリスト教の精神の通じるところを

学ぼうとしております。そこで高橋牧師のセミナーはまさに茶の

精神の中にキリスト教の教えが通じているという講義で一同感

銘を得ました。


